飛行機搭乗手続き・機内について

■飛行機搭乗手続き手順

	到　着
	→
	整　列
	→
	セキュリティー
	→
	搭乗待合ロビー
	→
	搭　乗


■空港での諸注意

(1) 担任の先生より搭乗券を渡されたら、自己管理の下で、搭乗するまで絶対に紛失しないように注意する。また搭乗券は折りまげたり、汚したりしない。

(2) セキュリティーチェックを受ける際、搭乗券を空港係員に見せる。

(3) セキュリティーチェックは下記の事項を厳守する。

1 幾内持込できないもの：ナイフ、はさみ、工具など

2 セキュリティーチェックの際に手荷物チェックとなるもの：ウォークマン、ゲーム機、金属類（鍵・鎖・小銭など）

上記のものを身につけている場合は手荷物と一緒に空港係員に預ける。

3 セキュリティーゾーンでチェックを受けた場合は必ず空港係員の指示に従う。

(4) 機内搭乗の際に必ず搭乗券を提出する。

(5) 機内では電気・電子機器の使用については下記の事項を厳守する。

	常時使用できないもの
	携帯電話、携帯テレビ、FMラジオ、コンピューターなどに付属するプリンター、ポケベルなど

	離着陸時使用できないもの
	コンピューター、ビデオ、カメラ、テープレコーダー、CDプレイヤーなど


· 航空機内について

(1) 搭乗ゲートを進み機内に入る。客室乗務員に挨拶しよう。

(2) 座席：座席番号は搭乗券に記入されている。もし、席がわからないときは、気軽に客室乗務員に尋ねる。

(3) 手荷物：狭い機内、荷物は頭上のボックスか前席の下に入れる。

(4) シートベルト：座席へ着席したら必ずシートベルトを締める。

(5) 洗面所：洗面所の使用に際しては、中に入り施錠すると室内灯がつく。

(6) 機内でのエチケット

※むやみに席を離れたり、大声でさわいだり絶対にしないように。

※座席ベルト着用の「FASTEN SEAT BELT」または絵文字がでたら、すぐに着席し、ベルトを着用すること。気流の悪い時はケガをする事があります。

※客室乗務員に用がある時は、座席の横または頭上のコールボタン（CALL）を押す。むやみに押したり、いたずらをしたりしないように。

　　

